
ナスに関する豆知識 

 

名称 ナス（ナス科ナス族）

原産地
インド原産。中国から渡来し、1200年の歴史。在来の
地方品種が多く、地方の食文化を支えている。

栄養・機能性・成
分的特長

ナスの紫色はポリフェノールの一種アントシアニンと
いう色素によるもの。

機能性・薬効など
種々の疾病、老化を防止する抗酸化活性が高い。免疫
力を高める。
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―ＴＡＣ information―  

 特産品である京都茄子の定植作業が、管内で順調に進んでいます。 

 トンネル早熟栽培が特徴で、出荷は 6月中下旬頃からの開始を予定しています。 

穴あきトンネルを活用。 

穴あきトンネルは、トンネル内の湿度も適度

にぬけて、苗の軟化を防ぎ、低温時の作物の

抵抗力が強くなり作物が健全に育ちます。ま

た、朝夕の喚起作業が大幅に省力できます。 

 青パオパオは、作物の生育促

進効果が期待できます。 

 

「新 野菜つくりの実際 果菜Ⅰ」より 

 

 

 水稲の移植栽培においては、「苗半作」という言葉があるように、苗作りは

田植え後の稲の生育や収量を左右されると言われる重要な作業です。 

 大原野事業センターでは、組合員の皆様に健全な水稲苗をご提供できるよ

う、適正管理に努めています。 

2020年度は、約 40,000枚の供給を予定しています。 



 


